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システム設計ではどんな

事を配慮すれば、良い設

計と言えるか、KIT製の

基板（右写真）を例に考

えて見ましょう。
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いかに、改造しやすいか？
写真上のハイビジヨンボードの例では、上のボードが6層のインナーバイヤーで作られています。これはB

層スルーホールでは、配線が通せない程のパターン量だと言うことですbしかしそれでもあえて､全パター

ンを、一度は必ず基板表面に引き出す様にしています。こうするとどんな良いことがあるかはKITにTELし

て聞いてください。
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いかに、デバッグしやすいか？
同じく、下のボードがJPEG用コーデックですが、JPEGでは、元データと圧縮伸張したデータは同じでは

ありません。したがって単にベリファイしても、不具合があって同じでないのか、正しい動作なのに同じでな

いのかがわかりません。そこでいろいろな仕掛けをして､デバッグし易くします。たとえばJTAG対応した

PLDで中間データを読み出せるようにします6
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コストと、'性能のトレードオフ
上の基板は性能重視した結果です。高価なPLDをふんだんに使って柔軟な回路を構築するか、量産コスト

を重視して極力余分な機能を削るか､ニーズにあわせて設計致しますb
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各社製品名は各社の商標または登録商標です。
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